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オーストラリアの教育制度に学ぶ
東京都豊島区立椎名町小学校教頭 中澤米子

「オーストラリアの教育」は、 ＾一括り では、個々の学校や教師は何によって
で説明できない多様性をもっている。義 業をつくるのかというと、教育区を管轄
務教育年齢さえ州によって違いがある C• する教育事務所が、州の方針に沿って、
授業の運営に関しては、各学校や教師に スクール・ポリシ—ーを作成するための「
高い自由度が認めらているため、同じ州、 ログラミング・ポリシー」なる各種の手
同じ地域によっても、実にさまざまな学 引き薔を発行している｀．各学校ではこれ
校の違いとなる.-．．今夏、訪問した 7 つの らを参照しながら、自分の学校に即した
！学校もまさにそれぞれであった，これは、 スク―—ル・ポリシ--を作成するのである，ン
：オーストラリアの国が 1 3() 以上の国籍 スクール・ポリシしーは、学校のいわば、

！をもつ、移民による国であることにも起 『所信表明』である、）その作成には、「地
I 因していな多様性は、高度な多重文化 域社会が学校に何を望んでいるか」など
i社会に応じるために生み出された教育制 が重要な視点となる。第 2 外国語に何を
1 度と方法であるからだ．：． 選ぶかなどは、地域が決めることである↑
• そこで、「オーストラリアの教育」の現 私たちが訪問した多くの学校で LI 本語が
状を作っているいくつかの多様性につい 学ばれていたが、保護者の希望であると
1 て挙げてみな いう，，小学校において「英語」を学ばせ
ッ学年の年齢構成には幅がある るかどうか議論の段階にとどまっている
日本では、小学校 1 年生といえば、特 日本とはかなり違うものがある．、

別な例外を除いて、 6 歳か 7 歳と決まっ さて、 H 々の授業は各教師がポリシー
ている、．、しかし、オーストラリアの学校 に沿って授業を計画し、実践するのであ
では、次頁の表に示すように、同学年に る、；．教科も、一つの教科が複数にまたが
4 ~ 5 歳の差のある子供がいるのけめず って統合的{i n1 egra t ed) に
らしいことではない,. 行われるのもしばしばである：•
1 『年齢に応じた教育よりも、個々の発 こうしてオーストラリアの教育をみる
鑓や適性に応じた教育を受けることが哨 と、オ--ストラリアの教育は、多様性、
ましい』とする考えたが一般的だからで 不均質性、差異性といったことを当然の
1 ある。従って、義務教育の落第もそれほ こととする、いわば『局所的物語』なの
iど抵抗はなく、無理して進級することよ に対し、日本の教育は、あまねくすべて
！りもよいことだと考えている r, 訪問校ダ の子供を『偉大なる中心的物語』の渦に
I プルベイ小学校でも、 4 年生と 5 年生が 巻き込む感がある c．そして、その『中心
i同居するクラスであった．：．ここの学校の 的物語』の文脈の中で制度が考えられ、
理由は人数に端数が出たからであるとい 内容や力法が語られてきたといってよい．9
！ぅ C，こんなことも許容されるのである，， しかし、多様であること、不均質であ
lo スクールポリシーをつくる ること、差異があることを当然としなけ
! ォ---ストラリアの小学校には、日本に ればならない、これからの「国際社会」
あるような教科瞥や指導書というものは の現実を考えるときどうだろう，、オしース
ないどのような内容で授業を進めるか トラリア教育制度に多くの示唆を見い出
は、個々の学校や教師に委ねられている、、 せるのではないだろうかC9 」
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I オーストラリ了の学校見闘記 J 

＊時間はf•供が管郎する
アドロス小学校

7 年生の日本語の時間を参観していた
時のことである．「迷f(})十猫ちゃん」の
歌を我々参観者と＋供たちで合唱し、と
；てもなごやかな雰囲気になっていた。突
然 l 人の男の子が、ハッとした表情をし
て教室から駆け出して行った，•’
しばらくして、「カランカラン」という

締の音が問こえてきた，．，昔懐かしいあの
音である c 案内のシオン店の説明による
と飛び出していったフィリップ君は鐙当
番だそうである，、 リセ（業間）・昼休みを
鈍で知らせるのであるなんだそれだけ
(/)ことかと思ってはいけないr リセでは
おやつを食べることができるのである.,
この時間が短くなる(7)は子供にとっては
大問題である r,
1 学校では、この 2 回しか錦はならないっ
1時間割はあるが、あとは教師の裁祉で進
iめられてし、＜．，いかにもオーストラリア
|らしいゆったりとした雰囲気を感じた一
コマであった．（岡山、遷喬小・小瀬）

l *日本と違う授業風娯
I ァップルコスハイスクール
I モニカさんの出身校アップロクロス・
iハイスク-- Jレを訪問し、次の 4 点に燈い

1 に①敷地、②芝生や木々等の自然、③
各教室、校舎の造り、（り授業である。
中でも特に興味深かったのは授業に関

することである c, 始業のチャイムがない、
ホームルームは縦割りで行うなどである，、

保育の授業においては、ヒョコを 1 人
一羽育てることによって、生命の菫要性、
自らの行動に責任を持つということを指
導していた，9 また、図ぼ室においては天
窓から差し込んだ太陽のドでバソコンを
やる者、辞典を広げている者、好きなス
タイルで学習している姿が、とても印象

的だった。授業をするにあたり、何が大
切なことか警告されたように思うし

（京都、西山高・石田）
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` ・休憩時間(}) f供たち（おやつも食べる）

＊学校が抱える差とは？
バルメイン中学校 , 

緑豊かな商級住宅地と青く澄んだ静か 1
な人りi上に囲まれたバ Iレメイン中学校ぱ、 9

シドニー中心から少し離れた場所にある0'
地域的に高いに水準に位置するこの学！

校は私立学校へ流れる生徒が多く、現在
の生徒数はわずか 3 5() 人と少なし、ンま
た、 1 4 人のハンディキャップをもっ It

徒を受け入れている（ : 
数学、科学、コンピュータ、スポーツ、

音楽、 ドラマ、外国語（フランス語やイ
タリア語）の授業が行われている 例え
ば、コンピューータの教牽ではグラフィッ：

ク、リープロ、データベーースそして個人＇
に合ったソフトウエアが用意され、一人i

一人が目的に応じた画像をディスプレイ 1
に映し出していた，音楽室では、さよざ‘
まな楽器を持ち込んで練習しているかと，
思えば、災の芝生に楽器を持ち込んで練！

習している姿もみられる。 ドラマの教室！
では、短い場而の中で全員が順番に、個；
々に独自の表現を披臨する風條がある? I 

この学校の抱える‘‘差”とは生活水準：

の差であり、大金持ちからホームレスの＇
子供たちまでが在籍していることが特色！
であり、どのように助成していくかが課！
題となっている，，（大阪、榎本小・橋本） ! 
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＊熱心な日本語の授業
クローマー・ハイスク--/レ

1 9 2 0 年に創立されたこの学校は、
生徒数 9 ()()人で、生徒の数を確保する
ために多くのコ..ースが設定され、 6 0 人
余りの教員が教科ごとに群をつくる体制
をとっている，

近くに公立の女子高校があるせいか男
女の比は 6 : 4 になっている＾全体では、
5 ~1  ()％が l 0 年生で、 7 ()％が 1 2 

年生で卒業していく,.この学校の特色は、
優れた能力を持もっている者にも、スポ
ーーツやア--卜なども学ばせ、総合的にバ
ランスがとらせたり、インデペンデント
センタ--で生徒の発表などを通じて個性
化教育を促進したりすることである r
また、インドネシア語をはじめアジアの
言葉や、ヨーロッパの言葉を学習するこ
とができることである，．．今回は、 1：1本語
の授業をみることができた、｀害遥、相撲
など日本の文化が飾られた教室の中で、
日本のマクドナルドの広告のメニューを
もとに学習が進められていた。明る＜楽
しく開放的な雰囲気の中にも、学習に対
する意欲と個々が持つ目標に向かう情熱
が感じられた C・

（大阪、榎本小・橋本）
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＊カリキュラムは教頭先生が作る
ダプルベイ小学校

レンガ造りの古い校舎で、．各クラスが廊
下でつながっているぐ・全員のチ供たちの
作品が掲ポしてあり、似たような作品が
並ぶ 0) が日本的な印象を受けた，．校庭が
なく、近くの公園で運動をする。教える
内容はトヒ゜ックが中心で、学年のテーマ
で算数も国語も教える．，来年度から算数
と同語に力を入れ、その他は合科的なテ
ーマで教えるという。
カリキュラムの規制はなく、教頭先生

が編成し、他は教科部会みたいなものが
あるという，·，学校中が 3 2 (})縦割りにな
っていて Lの子がドのチに教えている r

（東京、八王十第 4 小・堀竹）

＊充実した図書館
クロマー小学校

広大な校庭、大きな自然木の下で明る
い声をあげておやつを食べているひとな
つこい＋供たちのかわいらしい姿。
エリート教育をしていると自負する学

校らしく、自由の雰囲気の中に秩序がし
っかりしたハイセンスな学校である。
印象に残ったのは、読粛の学習だった。
サイレントリーデイングの学習中、黙々
と読書をしている子供たらの後ろのコー
ナーで先生を囲み、 7~ 8 人のグループ．
が同一の本を読みトーキングしている風景だった n 当然、図裕館には、同じ本を 1
まとめて整理したコーナーがある。自学・
を進めるためには、図粛館の施設の充実
と専門の司帯教諭の必要性を痛感した。

（東京、栗原北小・橋本）
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I ―戸下戸戸る亨校施設・

今回の視察で見られた共通お項を以 F

I:こ言靡認囲まれ、ランドスケ～ープ
1 に恵まれた環境，．廊下の動線状（外ベン――
iチに生徒のナップザックが散乱）が楽し~­
く配匝され、さらに、中庭スベ--スが十

1 分確保されていて、語らいの場がどこに
I でもあるレンガ・ブロックの‘,-z.屋建てと
いう印象だ,.

—·足制の床は、 リノリューム、長）くカ

ーペット仕様＾汚れ・胞がはとんど気に
ならない：それは、その気にさせる全て
の特別教室の券囲気、各教室の展示・掲
元の工夫（壁面のペインティング・色模

I 造紙の活用の仕方）にあろう，．
教室内の 4 壁面全てを、教師自身の創

造的・意欲的（低賃金の割に）な対応で、
I 机、教材、教具の配陸を不思議にマッチ
I ングさせ、「教室は生きている」と感じさ
せてくれたC また、女性校長が多いのも

I 印;1謬畠よ汀言．中・高学年を問
．わずごく当たり前に活用されているとし
かし、第 2 外国諾で日本語を学ぶ教室で、

i人見知りせず、気軽に声をかけてくれた
I 児童•生徒に対し、 11 本の教材、教具、
資料をたくさんそるえてあげたい気がし
！たのは私だけだろうか，·
l （東京、教育環境研究所・小山）

i~ロニ］
I ＊研究会の案内発送について

各学校の研究会案内を、希望があれば
会員の方に配布していますが、郵送料や

事務作業等の問超から次のことをお願い
！します,.

①サイズは1:3 4 まで
②紙はなるべく薄いもの（ l早いと重く

なる）
最近、 A4 サイズの案内も多くなってい
ますが、大きなサイズの研究案内はお送

＇りできませんしその場合は、 B4 に縮小
I して印刷し直し事務局までお送りくださ
一竺s＿芦旦顛｝‘←しますc,
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事務局への問い合わせ・連絡先
〒 115 東京都北区赤羽南 1-16-2-502
03-3903-4 780 庶務部長 佐久間茂和
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